
 

 

 

 

  

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 135号 平成 30年 1月 19日発行 

謹んで新年のごあいさつを申し上げます。区民の皆様におかれましては健やかな 

新春をお迎えの事とお慶び申し上げます。 

 昨年は自治振興区の運営並びに諸活動にご理解ご協力をいただき心よりお礼申し 

上げます。お蔭さまで、台風 10 号により阻まれた 10 月の区民ウォーキングを除 

き、主催事業は盛会裏に終えることが出来ました。また、本年度の重点事業に掲げた 5 項目 ①
高齢者等の安心サポート②地域に根ざした自主防災本部と各自治会自主防災組織の取り組み③

地域の歴史文化を継承する取り組み④活動拠点としての自治振興センターの建設・改修の取り組
み⑤専門部活動の活性化に向けた取り組みについて推進を図っているところです。 

中でも、私たちの活動拠点である自治振興センター建設・改修への取り組みについては、昨年
9 月、市の「市街地公共施設のあり方検討委員会」が設置され、市民会館・庄原自治振興センタ
ーの方向性を来年度中に決定される方針であり、本区として早急な取り組みを進めて参ります。 

 新しい年の幕開けを迎えるにあたり、昨年の活動を顧みると共に新たな活動への取り組みを図
りたいと思います。皆様の一層のご協力をいただきますようお願い申し上げ、新年のごあいさつ 

と致します。 

〒727-0013 

庄原市西本町二丁目 17 番 15 号 

ＴＥＬ/ＦＡＸ 

（０８２４）７２－３７７７ 

庄原自治振興区だより 
             

 

(１) 第 2 回庄原市市街地公共施設の在り方検討委員会(12 月 7 日)傍聴について 

◆ 市作成の資料には、自治振興センターの現状及び振興区の意向等が反映されていない 

◆ 2 月の関係者意見聴取までに、関係各位の方々へ振興区検討経過資料の配布・取組みが必要 

(２) 平成 29 年度防災研修会について 

◆ 日時：場所・・・・・・H30 年 2 月 27 日(火) 庄原ＧＨ、消防署長講演・ＡＥＤ実務講習 

(３) 庄原自治振興区「活動報告写真」展示について（市役所市民ホール 1 階） 

◆ 自治会活動写真展示・・・・・・・・・・・・・・・H30 年 1 月 15 日(月)～1 月 21 日(日) 

◆ のろし再現ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ写真展示(予定)・・・・・・・・・H30 年 1 月 29 日(月)～2 月 4 日(日) 

(４) その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 月度自治会活動報告発表：大黒上自治会 

                                                  

第 9 回 役員会報告  （12 月 19 日） 協議事項等は次の通りです。 

平成29年度全国統一防火標語  

火の用心 ことばを形に 習慣に 
 
 

 

 

12 月 7 日(木)13 時 30 分から、平成 29 年度の福祉関連団体合同研 

修会をふれあいセンター コパリホールで開催いたしました。 

前半を、研修テーマ『認知症の予防と地域で出来る事』に、広島市 

草津病院の精神科に勤務、医療法人聖仁会理事の戸谷修二医師による 

『認知症の現状と課題』について、パワーポイントを使った基調講演 

があり、映像と判り易い説明により、症名が「痴ほう症」から認知症 

になった経緯や、完治する認知症と加齢とともに進行する認知症があ 

る事、認知症の不可解な行動にも何らかの目的がある事など、多くの説明がよく理解できる内容
でした。後半は参加者 61 名が 9 グループに分かれて、①認知症の対応と課題、②認知症予防の
取組、③自分及び地域で何が出来るか、④地域での連携について、討議・まとめ発表を行い、最
後に、民児協三上会長の「引き続き福祉関連団体の連携活動が必要」のご挨拶で閉会しました。 

新 年 の ご 挨 拶 

共催：市社協・民児協・高相連・振興区  

庄原自治振興区  区長 増田 敏明 

平成 29 年度 福祉関連団体合同研修会 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

「土砂災害に襲われた時、あなたは家族をどう守りますか」というテーマで、12 月 17 日(日)避
難訓練についての学習会をいたしました。「御神田山上空に 60mm/時のゲリラ豪雨のおそれのある
線状降水帯が発生。雷を伴ってバケツをひっくり返したような激しい雨が 
降り出した」という想定気象状況です。講師は、庄原消防署の鈴木副小隊 
長さま他 2 名。川手上の地形と昨今の異常気象の予知予見方法・県の防災 
ポータルによる「土砂災害危険箇所」における川手の位置づけ、避難の方 
法と指定避難所・緊急避難場所、災害弱者の避難等、一般的に知っておく 
べきことの話でした。とてもわかりやすくまた楽しく学習し約 50 名の参 
加者は、早め早めの避難の重要性について納得した防災訓練でした。 

この日実施した訓練では、他に安全誘導灯を扱っての避難誘導の現地   
訓練・非常食の分配・防災無線(トランシーバー)のチェックでした。 
トランシーバーは災害時の重要な連絡のポイントです。不慣れなこと

や戸惑うこともありましたが、これもまた学習の一環ととらえ、今後に
引き継いでいきます。わずか 1 時間内に終える学習会でしたが、毎年繰
り返し行い、気軽に楽しく習慣化する「ちょろっとする避難訓練」を位
置づけたいと思います。  

 
  
           

  
一刻も早くがん検診を 

一刻も早くがん検診を受けましょう！ 

 11 月 4 日（土）、環境衛生部では庄原市民会館入口で「がん検診へ行くのだ」キャンペーンを 

行いました。 また、11 月 11 日（土）には本町支部女性会が、庄原市民会館で行われた‘カラ

ダ・ココロすこやかフェスタ’で「ピンクリボン」キャンペーンを実施しました。 

 日本人の 2 人に 1 人が『がん』になり、3 人に 1 人が『がん』で亡くなっています。早期のう

ちに発見・治療すれば約 97％は助かっています。 

 

― 本町支部女性会 ― 

― 環境衛生部 ― 

― 新道上自治会 ― 

12 月 3 日（日）庄原消防署より 3 名の講師をお

招きし、今年度２回目の防災教室を開催しました。

災害時における救急処置法や、毎年この時期に多発

する火災について「住宅防火チェックリスト」によ

り火事を出さないための説明をして頂きました。 

特に火災における死亡原因の一位は煙による一

酸化炭素中毒等による逃げ遅れで、火災報知器や消

火器の点検、交換の必要性を再認識し、防火に対す

る意識をより一層強く持つことが出来ました。 

 

防 災 教 室 

― 川手上自主防災本部 ― 土砂災害に備えて 

 



 

 

 

 

 

 

大黒東喜楽サロンは活動開始から 12 

年になります。毎月第 3 金曜日に 15 人 

前後で新年会や節分の豆まき、出前トー 

クにレクレーションと、色々な行事を開 

催しています。 

11 月 2 日(木)には毎年お楽しみの紅葉 

狩に出かけました。帝釈峡・吾妻山・県民の森の 3 か所をローテションで訪れています。 

今年は吾妻山散策とロッジでの食事会です。秋空の下お天気にも恵まれ紅葉を愛で楽しい

食事会となりました。 

また、年間行事を DVD にして時々あの日を振り返るのも楽しみのひとつです。 
 

 
 
 

 
 

流 
 

会 
 

交 

 数年ぶりに交流会を行い、約 30 世帯 52 人が集まりました。  

食べ物は屋台風で、定番の焼きそば・フランクフルト・たこ焼きの他、バングラデシュ料理
やフィリピン料理を準備して大好評。また、ビンゴゲーム大会を行い大変盛り上がりました。 

― 西県営住宅自治会 ― 

♪ ♪ ｖ (⌒ ｏ ⌒ )  

 

大好評の 

喜 楽 サ ロ ン 
― 大黒東自治会 ― 

 
昨年 6 月に発足した大久保西地区のサロン「若葉会」、今年のレク

リｴーション活動はグラウンドゴルフと室内ボウリングをしました。 
・グラウンドゴルフ（3 月、5 月そして 11 月）3 回 
・室内ボウリング（7 月） 
グラウンドゴルフは、集会所の前庭に 4 コースを設け、特設ルール

を決め競技を開始し、競技が初めての人もあり和気あいあいのゲーム
を展開しました。 
また、夏は暑すぎるため室内ボウリングに切り替えてゲームを行い

ました。このゲーム簡単そうに見えましたが、 
いざやってみると奥が深く、思わずみんな結構 
本気になって頑張りました。 
まだまだ発足して 1 年を迎えていませんが 

日ごろなかなか集まる機会のない地域のみん 
なが、話し合いやレクリｴーションなどに取り 
組んでいます。 

 
 

綿菓子食べ放題 

サロン「若葉会」レクリｴーションで和気あいあいの活動 

 

―大久保西自治会― 



 

 

                                                  

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

13:30～ 

9:30～ 

13:30～ 

9:00～ 

 

9:30～ 

13:30～ 

16:00～ 

 

16:30～ 

 

「ことしもサンタさんに会えるといいな」と待ち望んでいた子どもたち。 
12 月 22 日(金)のクリスマス会に、サンタさんがやって来ました。 
「サンタさんは、どこに住んでいるの？」「なぜ赤い服をきているの？」 
などと、子どもたちは不思議なことばかり・・・サンタさんと一緒に、歌っ

たり踊ったり、プレゼントをもらった
子どもたちは、幸せいっぱい！お礼
に、子どもたちから『あわてんぼうの
サンタクロース』の楽器演奏を見ても
らいました。カープが大好きな、ゆか
いなサンタさんに、また来年も会える
といいね。夢がますますふくらむ子ど
もたちです！！ 

 

 12 月 22 日(金)小さな鈴の音が聞こえてステージの幕の隙間に何か見えます。“何かあるよ、サン
タさんが来とる”先生が幕の端っこを少し開けても何も見えません。反対側を少し開けても何もな
し“ある・ある何かあるよ！”今度は真ん中を開けるとプレゼントを持ったサンタさんが立ってい
ました。良い子たちは手を振って大喜び、年長のいなほ組さんが、鍵盤ハーモニカ・木琴・大太鼓
などの演奏をプレゼント。質問コーナーでは、サ 

ンタさんは恐竜が怖いこと、好きな色は赤と白だ 

と判りました。プレゼント渡しでは、一列に並ん 
で“ありがとう・サンキュウ”と言ってハグやタ 

ッチや握手をしました。サンタさんは大勢のよい 

子たちにプレゼントを渡し終えると手を振って急 

いで帰っていきました。 

        

12 月 20 日(水)、2 階の仲良し広場で 12 月のお誕生会が終わったあと、部屋にキャンドルをとも
して静かに待っていると“シャン・シャン・シャン”と鈴の 

音が響いて舞台の幕が上がると、そこに白いおひげのサンタ 

さんが、プレゼントの袋を肩に担いで手を振って立っていま 
した。早速、楽しみにしていたプレゼントをもらったあとの 

質問コーナー・サンタさんの歌・お遊戯で楽しくすごしまし 

た。最後に「ありがとう、また来年も来てね」とお願いする 
と「よい子にしているとまた来るよ！」と言って幕が下りて、 

鈴の音が遠くなって空高く帰っていきました。 

（本通・下本町・新道上・新道下の各自治会） 

6 日(火) 

10 日(土) 

13 日(火) 

20 日(火) 

 

24 日(土) 

27 日(火) 

27 日(火) 

２月の振興区主催行事予定 

総 務 企 画 室 会 議 

子 ど も 将 棋 教 室 

理 事 会 

環境美化・防犯パトロール 

 

子 ど も 将 棋 教 室 

役 員 会 

自 治 振 興 区 防 災 研 修 会 

編 集 後 記 

－ 永末保育所 － 

－ 庄原幼稚園 － 

ふたりのサンタさんが保育所にやってきた！ 

 

－ 庄原保育所 － 

ことしも、庄原幼稚園にサンタがきたよ！ 

アメリカを始めとする、保護主義がまさに世界経済
にも大きく影響し、特に隣国にまで黒い影を投げかけ
ている昨今ですが、皆様方には新年をいかがお過ごし
でしょうか。昨年も、振興区だよりは、皆さまの協力
のもとに実施された、区の諸事業、行事の様子を「各
自治会活動、専門部会活動、役員会報告」等、以前よ
りも記載ぺージを拡大して取り上げて見ました。さて
立春を迎えインフルエンザの流行も報じられていま
す。三寒四温はまだまだ、今年は寒さはつづきます。
外出後の「うがい」「手洗」を心掛け予防に努め健康に
十分気を付けられお過ごしください。新年を迎え皆さ
まに親しまれる振興区だよりになるよう、編集委員一
同努めてまいります。 
皆さまからのご意見もお聞かせください。 ・毎週 1 回 青少協防犯パトロール  

   
Ｍ 記 

メリークリスマス 素敵な思い出を ありがとう！ 


